
〒356-0052　
ふじみ野市苗間1-13-28
TEL   049（261）6000（代）
FAX   049（261）4395（代）

HP　h t t p : / / w ww . i r um a t o h b u 1 1 9 . j p /
Emai l　shobo@irumatohbu119. jp（代）
火災の問い合わせ 049（263）0119（テープ案内）
救急病院の御案内  049（261）6000（休日・夜間）

入間東部地区消防組合消防本部
三芳町・富士見市・ふじみ野市

消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子
－全国統一防火標語－

－入間東部地区消防組合防火標語－火は出さぬ　心あわせて　まもる街
　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
が
困

難
と
い
う
お
宅
に
伺
い
、
消
防
職
員
・
団

員
が
取
付
け
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

「
住
警
器
を
買
っ
て
も
取
り
付
け
ら
れ
ず

に
困
っ
て
い
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
」
等

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
申
込
み
受
付
中
で
す
。

＊
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

● 

対
象　

町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方
の

み
の
ご
家
庭
等
で
、
設
置
日
ま
で
に
電

池
式
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
購
入
で

き
る
ご
家
庭
。

● 

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
取
付
け
個

数
、
希
望
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

（
４
月
30
日
締
切
）

●
郵
送
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

消
防
本
部
予
防
課

　

２
６
１

６
０
０
７

　

FAX 

２
６
１

４
３
９
５

　設置中にも、防火に関する多くの質
問をいただきました。

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

ー
取
り
付
け
の
お
手
伝
い
を

　

し
ま
し
た
ー

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の

強
い
日
が
多
く
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
に
更
な
る
防
災
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
火
災
予
防
運
動

期
間
中
、
火
災
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
万
一

発
生
し
て
も
、
尊
い
生
命
と
貴
重

な
財
産
を
守
る
事
が
目
的
で
す
。

　

特
に
、
設
置
が
義
務
化
と
な
っ

た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
推

進
と
不
適
正
販
売
へ
の
注
意
、
老

朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
事
故
へ

の
注
意
の
ほ
か
、
放
火
に
よ
る
被

害
の
防
止
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
家
庭
内
に
潜
む
火
災
の

危
険
を
未
然
に
防
ぐ
目
的
で
、
消

防
職
員
・
団
員
が
訪
問
し
、
一
般

家
庭
の
防
火
診
断
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、
大
型
店
舗
な
ど
を
対

象
に
し
た
特
別
査
察
、
消
防
車
両

に
よ
る
巡
回
広
報
を
実
施
し
ま
し

た
。 春

の
火
災
予
防
運
動
を

　
　
　

実
施
し
ま
し
た

　

（
３
月
１
日
〜
７
日
）

　大人気の「防火服着装体験コーナ

ー」

　多くの方に、消火器の取扱を体験

していただきました。

●放火による被害を防ぐために●

・ゴミや古新聞を屋外に放置しない。

・敷地内に人感センサーの設置や、音の出る

　砂利を敷く等、不審者の進入を防ぐ。　

・車やバイクのカバーシートは、防炎性能の

　あるタイプを利用する。

埼
玉
県
特
別
機
動
援
助
隊

合
同
訓
練
を
実
施

　

２
月
に
、
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
２
０
０
２
で
、

県
内
18
消
防
本
部
、
県
防
災
航
空
隊
、
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
な
ど
の
参
加
の
も
と
、
埼
玉
県

特
別
機
動
援
助
隊
（
愛
称
・
埼
玉
ス
マ
ー
ト
）

の
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
ス
マ
ー
ト
は
、
地
震
に
よ
る
建
物
の
倒

壊
や
、
列
車
脱
線
事
故
な
ど
の
大
規
模
災
害
に

よ
り
、
救
助
が
必
要
な
方
が
多
数
発
生
し
た
場

合
に
、
迅
速
に
出
動
し
活
動
し
ま
す
。

　

こ
の
合
同
訓
練
に
よ
り
、
各
機
関
の
円
滑
な

連
携
強
化
を
は
か
り
ま
し
た
。

Ｑ　

救
急
車
を
呼
ん
だ
は
ず
な
の
に
、

消
防
車
が
来
ま
し
た
。

　

な
ぜ
で
す
か
？

Ａ　

車
の
往
来
が
激
し
い
幹
線
道
路

で
は
、
救
急
隊
員
が
安
全
に
活
動

で
き
る
よ
う
、
消
防
隊
が
支
援
し

ま
す
。

　

ま
た
、
傷
病
者
を
安
全
に
救
急
車

内
に
収
容
す
る
の
に
障
害
が
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
救
急
隊
と
消
防
隊

が
連
携
し
て
活
動
す
る
た
め
、
救
急

車
と
消
防
車
が
同
時
に
出
動
し
ま
す
。

　

救
急
要
請
の
増
加
に
伴
い
、
管
内

に
６
台
あ
る
救
急
車
が
す
べ
て
出
動

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
時
、
救
急
隊
員
の
資
格
を

持
つ
消
防
隊
員
が
消
防
車
で
出
動
し
、

応
急
処
置
を
し
、
出
動
準
備
が
整
っ

た
救
急
隊
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　消防車両にも、ＡＥＤなどの

救急資機材を積載しています。

　当消防組合から、救急隊が訓練に参加

しました。

も
う
設
置
し
ま
し
た
か
？

ー
住
宅
用
火
災
警
報
器
ー

　救急救命士による高度な処置が

行える高度救命処置用資機材を積

載しています。

　「緊急消防援助隊」に登録され

ています。

　

５
月
19
日

午
前
９
時
か
ら
、
富
士
見
市
に

あ
る
消
防
訓
練
場
で
、
当
消
防
組
合
ほ
か
、
近

隣
10
消
防
本
部
の
参
加
に
よ
り
、
救
助
技
術
の

正
確
さ
・
迅
速
さ
を
競
う
、
消
防
救
助
技
術
指

導
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

見
学
は
自
由
で
す
。
臨
時
駐
車
場
と
し
て
富
士

見
市
民
文
化
会
館
「
キ
ラ
リ
ふ
じ
み
」
の
駐
車
場

を
ご
用
意
し
ま
し
た
が
、
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
自
動
車
で
の
お
越
し
は
な
る
べ
く
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
総
務
課

　

２
６
１

６
０
０
４

高規格救急自動車
富士見消防署みずほ台分署

　富士見消防署の車両とほぼ同じ

仕様ですが、他の都道府県で大規

模災害が発生した場合に応援出場

する「緊急消防援助隊」に登録さ

れています。

水槽付消防ポンプ自動車
中央消防署（ふじみ野市）

　従来型よりも収納スペースを大

きくとり、小回りがきく設計にな

っています。

　水槽には1,500リットルの消火

用水を積載しています。

水槽付消防ポンプ自動車
富士見消防署

最新型車両を導入し、消防力の強化をはかりました

火
災
・
救
急
・
救
助
等
の
出
場
状
況

　

平
成
21
年
中
（
１
月
〜
12
月
）

　
　

住
宅
火
災
の
多
く
は
、
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
が
原
因
で
す
。

　

昨
年
の
三
芳
町
・
富
士
見
市
・
ふ
じ
み
野
市
で
の
火
災
の
件
数
は
、

47
件
で
す
。
平
成
20
年
に
比
べ
て
１
件
減
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
、
１
名
の
尊
い
命
と
、
多
く
の
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
出
動
件
数
は
、
平
成
20
年
に
比
べ
て
48
件
増
加
し
ま
し

た
。
医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
た
う
ち
、
半
数
が
軽
症
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
。
救
急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　７種目、約 人の隊員

が参加します。

消防訓練場　案内図 埼
玉
県
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
「
消
防
救
助

技
術
指
導
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

● 救急支援活動　救急隊の活
動を消防隊が支援活動し、
傷病者をより安全に救急車
に収容するための出動。
● 警戒出動　ガソリンの流出
など、危険物の除去や、ガ
ス漏れによる報知器の鳴動
による出動。

● 調査　異臭や焚き火の放置
などのうち、人的被害や危
険性の少なかった物に対す
る出動。

－主な出火原因－
放火（疑含）　19件

タバコ等　　　４件

ストーブ　　　４件

コンロ　　　　３件

配線器具　　　３件

火　災救　急救　助

警戒等

火災20件 交通事故 
17件 

その他 
35件 

機械事故 
  3件 

建物事故 
27件 

救助 
102件 

急病 
5,043件 

一般 
1,113件 

交通 
885件 
 

転院等 
674件 
 

他 
610件 

救急 
8,325件 

 
 

建物火災 
　26件 
 

車両火災 
　8件 

その他 
　13件 

火災 
47件 

調査 
79件 

救急 
支援活動 
　509件 
 

警戒出動 
 111件 

その他 
 16件 

警戒 
救急支援活動 
715件 

（ ）みんなの消防 みんなの消防（ ） 


